





A sociological criminology study of crime and delinquency in Ishikawa prefecture竹 中 祐 二要旨本稿では石川県の犯罪・非行について、公的統計の二次分析によって都道府県を単位とする相対的な動向を確認した。検討の結果、総じて全国的に見て低位に推移していることが確認された。詳細に見ると、際立って犯罪・非行が少ないという訳ではなく、上下いずれ振れるにせよ、罪種によって傾向が異なることも確認された。本稿の結果を踏まえた上で、実践的には県内の詳細な発生動向について、理論的には地域性がもたらす要因について、より顕在化を図る検討を進めることが今後の課題である。キーワード：犯罪（crime）／非行（delinquency）／公的統計（official statistics）
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－６４－非常に犯罪が少ないことを示している。殺人や強盗といった、いわゆる凶悪犯罪については、全体動向よりも低い順位を示しており、その点でも治安の良さをより印象付ける結果となっている。他方、重要窃盗犯ならびに侵入盗については、この数年順位を上げていることが分かる。その意味で一定の警戒は必要であろうが、この結果をもって単純な結論を下すことは早計である。本稿では飽 くまで石川県の相対的な位置を示すことにのみ焦点化している。すなわち、石川県で財産犯が増えたのか、それとも他の都道府県で財産犯が減ったのかは区別されなければならない、ということである。標準化の手続きと相まって、先に非行データにおける強制性交等罪の動向について触れた。ここで犯罪データにおける強制性交等罪の動向に目を
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